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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】簡単な操作で製剤を速やかに溶解して所定の均
一な濃度の薬液に調整することができる上、最少の部品
点数で全体構造が簡単な薬液容器を提供する。
【解決手段】溶解液Ｗを収納する容器１０と、容器の口
部に装着し、製剤Ｔを収納する内筒２０と、内筒に挿入
し、先端に注出口３３を有する中栓３０と、容器の口部
に装着するねじ式のキャップ４０とを備えてなり、内筒
２０は、容器の口部に固定する大径部２１と、第１の薄
肉部２４を介して大径部の下端に連接する小径部２２と
、第２の薄肉部を介して小径部の下端を閉じる脚２３ｂ
付きの底部材２３とを有し、キャップ４０を締め込むと
、中栓３０を介して小径部２２が押し下げられて第１の
薄肉部２４が破断し、キャップをさらに締め込むと、脚
２３ｂが容器１０の底部に到達し、第２の薄肉部が破断
して小径部２２の下端を開口させることができる。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　溶解液を収納する容器と、該容器の口部に装着し、製剤を収納する内筒と、該内筒に挿
入し、先端に注出口を有する中栓と、前記容器の口部に装着するねじ式のキャップとを備
えてなり、前記内筒は、前記容器の口部に固定する大径部と、第１の薄肉部を介して前記
大径部の下端に連接する小径部と、第２の薄肉部を介して前記小径部の下端を閉じる脚付
きの底部材とを有し、前記キャップを締め込むと、前記中栓を介して前記小径部が押し下
げられて前記第１の薄肉部が破断し、前記キャップをさらに締め込むと、前記脚が前記容
器の底部に到達し、前記第２の薄肉部が破断して前記小径部の下端を開口させることを特
徴とする薬液容器。
【請求項２】
　前記第１の薄肉部は、前記大径部、小径部の共通の軸心に対して斜めに配置することを
特徴とする請求項１記載の薬液容器。
【請求項３】
　前記中栓は、前記大径部を相対移動可能に貫通して前記小径部に到達する本体部と、該
本体部から下向きに延長し、前記小径部に挿入する延長部とを有することを特徴とする請
求項１または請求項２記載の薬液容器。
【請求項４】
　前記中栓は、前記本体部から前記延長部にかけて下端開放のスリットを形成することを
特徴とする請求項３記載の薬液容器。
【請求項５】
　前記底部材は、前記第２の薄肉部と薄肉のヒンジ部とを介して前記小径部の下端に付設
することを特徴とする請求項１ないし請求項４のいずれか記載の薬液容器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、錠剤や粉末剤の用時溶解形の製剤と、その溶解液とを分離して収納し、使
用時に簡単な操作により製剤を溶解し、薬液として使用することができる薬液容器に関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　用時溶解形の製剤と、その溶解液とを個別に分離して収納し、使用時に製剤を溶解させ
る薬液容器が知られている（特許文献１）。
【０００３】
　従来の薬液容器は、注出口を有し、固体の製剤を収納するカバー体と、上部材と下部材
とをねじ連結する中筒と、中筒の下部材に連結し、溶解液を収納する容器とを直線状に連
結し、中筒の上部材の上端部にプラグ付きの中栓を装着するとともに、注出口を封止する
キャップを備えて構成されている。中筒の上部材、下部材を相対回転させて両者の長さを
短縮すると、下部材の上端に上向きに設ける押上げ部材を介して上部材側のプラグを突き
上げ、プラグに設ける連通孔を開口させることにより容器側の溶解液をカバー体に流入さ
せ、カバー体内の製剤を溶解させて注出口から滴下させて使用することができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１０－８３５１４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　かかる従来技術によるときは、容器内の溶解液は、プラグに開口される連通孔だけを通
ってカバー体に流入するため、製剤の溶解が速やかに進行せず、所定の均一な濃度の薬液
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に調整し難い上、部品点数が多く、全体構造が複雑であるなどの問題があった。
【０００６】
　そこで、この発明の目的は、かかる従来技術の問題に鑑み、第１、第２の薄肉部を介し
て中間部と下端とを順に破断する内筒を用いることによって、簡単な操作で製剤を速やか
に溶解して所定の均一な濃度の薬液に調整することができる上、最少の部品点数で全体構
造が簡単な薬液容器を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　かかる目的を達成するためのこの発明の構成は、溶解液を収納する容器と、容器の口部
に装着し、製剤を収納する内筒と、内筒に挿入し、先端に注出口を有する中栓と、容器の
口部に装着するねじ式のキャップとを備えてなり、内筒は、容器の口部に固定する大径部
と、第１の薄肉部を介して大径部の下端に連接する小径部と、第２の薄肉部を介して小径
部の下端を閉じる脚付きの底部材とを有し、キャップを締め込むと、中栓を介して小径部
が押し下げられて第１の薄肉部が破断し、キャップをさらに締め込むと、脚が容器の底部
に到達し、第２の薄肉部が破断して小径部の下端を開口させることをその要旨とする。
【０００８】
　なお、第１の薄肉部は、大径部、小径部の共通の軸心に対して斜めに配置することがで
きる。
【０００９】
　また、中栓は、大径部を相対移動可能に貫通して小径部に到達する本体部と、本体部か
ら下向きに延長し、小径部に挿入する延長部とを有してもよく、本体部から延長部にかけ
て下端開放のスリットを形成してもよい。
【００１０】
　さらに、底部材は、第２の薄肉部と薄肉のヒンジ部とを介して小径部の下端に付設して
もよい。
【発明の効果】
【００１１】
　かかる発明の構成によるときは、容器の口部に装着し、製剤を収納する内筒は、中間の
第１の薄肉部を介して連接する上下の大径部、小径部と、第２の薄肉部を介して小径部の
下端を閉じる底部材とを有している。そこで、内筒は、キャップを締め込んで中栓を介し
て小径部を押し下げると、第１の薄肉部が破断し、大径部、小径部が分離して容器の上部
が内筒の内部と連通し、さらにキャップを締め込むことにより底部材の脚が容器の底部に
到達し、底部材が相対的に押し上げられて第２の薄肉部が破断し、容器の下部において小
径部の下端が開口される。したがって、容器内の溶解液は、上下の開口部分を通して内筒
内に容易に流入し、内筒内の製剤を速やかに溶解させて所定の均一な濃度の薬液に調製す
ることができる。また、容器、内筒、中栓、キャップの各部材は、それぞれ適切なプラス
チック材料により一体成形可能であって、全体構造も簡単である。
【００１２】
　なお、内筒に収納する固体の製剤は、錠剤または粉末剤のいずれであってもよく、内筒
によって容器内の溶解液から完全に区分されているため、使用前に変質したりすることが
なく、溶解前の溶解液だけが誤使用されるおそれもない。ただし、キャップの締込み時の
所要回転操作角度は、リードが大きな多条ねじを採用することにより、たとえば１回転未
満に設定することが好ましい。
【００１３】
　大径部、小径部を連接する第１の薄肉部は、軸心に対して斜めに配置することにより、
破断する際の起点が１点に設定され、破断時に要する押圧力を小さくして良好な使用感を
実現することができる。
【００１４】
　中栓は、内筒の大径部を貫通する本体部と、本体部に付設する下向きの延長部とを設け
ることにより、キャップを締め込むと、本体部が大径部にガイドされて正しく下向きに移
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動するとともに、延長部を介して小径部を拘束し、第１の薄肉部が破断して大径部から分
離した小径部が容器内にフリーに浮遊することがない。なお、小径部が容器内に浮遊する
と、つづいて小径部の下端を開口させることが困難である。
【００１５】
　中栓に形成する下端開放のスリットは、内筒の中間の第１の薄肉部が破断することによ
り内筒の内部と容器の内部とを大面積に連通させるとともに、容器内の液溜りを消失させ
、容器内の残液を少なくすることに貢献する。
【００１６】
　底部材は、薄肉のヒンジ部を介して小径部の下端に付設することにより、第２の薄肉部
が破断しても小径部から分離することがなく、容器内に浮遊して外観を害したり、不快な
異音を発したりすることがない。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】全体構成分解斜視図
【図２】全体組立縦断面図
【図３】内筒の構成説明図（１）
【図４】内筒の構成説明図（２）
【図５】中栓の構成説明図
【図６】図２相当の動作説明図
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下、図面を以って発明の実施の形態を説明する。
【００１９】
　薬液容器は、容器１０、内筒２０、中栓３０、キャップ４０を備えてなる（図１、図２
）。なお、図２には、内筒２０に収納する錠剤の製剤Ｔ、容器１０に収納する溶解液Ｗが
併せて図示されている。
【００２０】
　容器１０は、胴部１１の上部に口部１２を開口している。口部１２の外周上部には、た
とえば３条ねじの雄ねじ１３が形成されており、口部１２の外周下部には、環状リブ１４
が形成されている。口部１２の上端部は、上向きの段部１２ａを介して薄肉に形成され、
環状の係合リブ１２ｂが薄肉部分の外周上端に形成されている。容器１０は、たとえばＰ
Ｐのような適切な弾性を有する透明ないし半透明のプラスチック材料により一体成形され
ている。
【００２１】
　内筒２０は、上下に連接する大径部２１、小径部２２と、小径部２２の下端に付設する
脚２３ｂ付きの底部材２３とを有する（図１、図３）。ただし、図３（Ａ）、（Ｂ）は、
それぞれ内筒２０の正面図、右側面図相当の縦半断面図である。
【００２２】
　大径部２１の上端には、外フランジ２１ａが形成されている。外フランジ２１ａの外周
縁には、下向きに垂下する短いスカート部２１ｂが形成され、スカート部２１ｂの内周下
部には、環状の係合リブ２１ｃが形成されている（図４（Ｂ））。スカート部２１ｂには
、容器１０の口部１２の上端の薄肉部分を嵌め込み、係合リブ１２ｂ、２１ｃを上下に係
合させて抜止めすることができる。ただし、図４（Ａ）は、図３（Ａ）のＸ矢視相当拡大
底面図であり、図４（Ｂ）、（Ｃ）は、それぞれ図３（Ｂ）の要部拡大図である。
【００２３】
　大径部２１、小径部２２は、リング状の第１の薄肉部２４を介して上下に同軸状に連接
されている（図３、図４（Ｃ））。小径部２２の外径は、大径部２１の内径より小さく、
第１の薄肉部２４は、大径部２１の下端、小径部２２の上端をほぼ水平に連結するように
して、大径部２１、小径部２２の共通の軸心に対して傾き角θ＞９０°の斜めに配置され
ている（図３（Ａ））。なお、小径部２２の内周上部には、上向きの段部２２ａが形成さ
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れ、小径部２２は、段部２２ａの上方の内径が下方の内径より大きく形成されている。
【００２４】
　底部材２３は、小径部２２の下端に形成する台形状の底板２３ａに対し、横断面Ｖ字状
の脚２３ｂを垂設して形成されている（図３、図４（Ａ））。なお、脚２３ｂは、底板２
３ａの頂点側に頂角を合わせるようにして、底板２３ａに対して偏心位置に垂設されてい
る。
【００２５】
　底板２３ａの底辺側の一辺は、薄肉のヒンジ部２３ｃに形成され、底板２３ａの底辺以
外の各辺は、第２の薄肉部２３ｄに形成されている。そこで、底板２３ａは、第２の薄肉
部２３ｄ、薄肉のヒンジ部２３ｃを介して小径部２２の下端を閉じている。なお、小径部
２２の下端外周には、短い下向きの補助脚２２ｂ、２２ｂ…が軸対称に円形に配列されて
いる。また、脚２３ｂの下端は、ヒンジ部２３ｃ側に突出する下面が斜面２３ｅ、２３ｅ
に形成されている。
【００２６】
　中栓３０は、円筒状の本体部３１の上端に外フランジ３２を介して注出口３３用のノズ
ル筒３３ａを突設し、本体部３１の下端に延長部３４を同軸状に設けて形成されている（
図１、図５）。ただし、図５（Ａ）、（Ｂ）は、それぞれ中栓３０の正面図、右側面図相
当の縦半断面図である。
【００２７】
　本体部３１の上部外径は、下向きの段部３１ａを介し、段部３１ａの下の外径より僅か
に大径に形成されている。また、本体部３１の中間部から延長部３４にかけて、下端開放
のスリット３５、３５が軸対称に形成されている。延長部３４の外径は、本体部３１の外
径より小さいが、延長部３４の内径は、本体部３１の内径と同一である。なお、本体部３
１、延長部３４の下端外周縁は、それぞれ斜めに面取りされている。
【００２８】
　キャップ４０の外周には、滑り止め用のローレット４１、４１…が形成されている（図
１、図２）。キャップ４０の内周には、容器１０側の雄ねじ１３に適合するたとえば３条
ねじの雌ねじ４２が形成されている。また、キャップ４０の天面には、中栓３０の注出口
３３を封止するシール部４３が形成され、注出口３３用のノズル筒３３ａを収納するスカ
ート４４が垂設されている。
【００２９】
　内筒２０は、たとえば透明ないし半透明のＬＤＰＥにより一体成形されている。中栓３
０、キャップ４０は、それぞれＨＤＰＥまたはＰＰのような硬質プラスチック材料により
一体成形されている。
【００３０】
　内筒２０は、大径部２１を容器１０の口部１２に挿入し、上端のスカート部２１ｂに口
部１２の上端の薄肉部分を収納して係合リブ２１ｃ、１２ｂを係合させ、大径部２１を口
部１２に固定して口部１２に装着されている（図２、図４（Ｂ））。すなわち、大径部２
１の外径は、口部１２の内径に適合し、大径部２１の長さは、口部１２の長さより短い。
また、このとき、容器１０内に垂下する小径部２２の下端の脚２３ｂは、容器１０の底部
に対し、余裕隙間ｄを残して対峙している。
【００３１】
　一方、中栓３０は、本体部３１の段部３１ａから下の部分を内筒２０の大径部２１に挿
入し、延長部３４を小径部２２の上部に挿入するようにして内筒２０と一体に組み立てる
。なお、このとき、本体部３１の下端は、小径部２２の斜めの上端の１点に当接し、延長
部３４の下端は、小径部２２の内周の段部２２ａの直近に到達する。また、本体部３１の
段部３１ａから下の部分は、大径部２１とほぼ同長であって大径部２１に対して相対移動
可能であり、段部３１ａから上の部分は、大径部２１に対して圧入可能である。
【００３２】
　なお、中栓３０を内筒２０と組み合わせるに先き立って内筒２０内に製剤Ｔを収納し、
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内筒２０を容器１０の口部１２に装着するに先き立って容器１０に溶解液Ｗを収納する。
そこで、図２のように、溶解液Ｗ入りの容器１０と、製剤Ｔ入りの内筒２０、中栓３０と
を一体に組み立てると、キャップ４０を容器１０の口部１２に装着して注出口３３を封止
し、全体をたとえば図示しないシュリンクフィルムで包装して保存する。
【００３３】
　製剤Ｔを溶解させて使用するときは、全体の包装を開封した上、キャップ４０を締め込
み、中栓３０の本体部３１の段部３１ａから上の部分を内筒２０の大径部２１に圧入する
（図６（Ａ）の矢印Ｋ1 、Ｋ2 方向）。このとき、キャップ４０は、天面のシール部４３
を介して中栓３０のノズル筒３３ａの先端を押圧するが、スカート４４の下端により外フ
ランジ３２の上面を併せて押圧してもよい。一方、このようにしてキャップ４０により中
栓３０が押し下げられると、中栓３０の本体部３１を介して内筒２０の小径部２２が下向
きに駆動され、大径部２１、小径部２２の間の第１の薄肉部２４が破断し、小径部２２の
下端の脚２３ｂが容器１０の底部に到達する（図６（Ａ））。
【００３４】
　そこで、キャップ４０をさらに締め込み、中栓３０の外フランジ３２の下面が大径部２
１の上端の外フランジ２１ａの上面に当接するまで中栓３０を押し下げると、小径部２２
の下端の第２の薄肉部２３ｄが破断し、ヒンジ部２３ｃを介して底板２３ａが小径部２２
内に斜めに押し上げられて小径部２２の下端が開口する（図６（Ｂ））。また、このとき
、小径部２２は、大径部２１から下方に離れ、大径部２１、小径部２２の間には、各スリ
ット３５に対応して大面積の開口部Ｐが形成される。
【００３５】
　すなわち、容器１０の上部、下部において内筒２０の内部、容器１０の内部が連通する
から、以後、全体を倒立させたり振ったりして容器１０内の溶解液Ｗを内筒２０内に流入
させ、溶解液Ｗにより製剤Ｔを速やかに溶解させて薬液を調製することができる。製剤Ｔ
が完全に溶解したら、キャップ４０を戻し方向に回転して口部１２から取り外し、容器１
０の胴部１１を手指でスクイズして注出口３３から薬液を滴下させて使用する。なお、小
径部２２の下端の補助脚２２ｂ、２２ｂ…は、開口後の小径部２２の下端が容器１０の底
部に密着してしまうことを防止する。また、補助脚２２ｂ、２２ｂ…は、開口後の小径部
２２が中栓３０の延長部３４から外れてしまうことを防止する。
【００３６】
　以上の説明において、下端に斜面２３ｅ、２３ｅを有する脚２３ｂは、底板２３ａに対
する垂設位置が偏心位置であることと相俟って、容器１０の底部に到達すると傾き易く、
底板２３ａのまわりの第２の薄肉部２３ｄを容易に破断する。ただし、脚２３ｂは、図示
の形状以外の形状に変形してよいものとする。
【００３７】
　また、薬液容器は、図２のように一体に組み立てると、図示しないストッパリングをキ
ャップ４０の下端と環状リブ１４との間に着脱自在に装着し、キャップ４０を誤操作によ
って締め込んでしまう事故を防止することができる。なお、中栓３０の段部３１ａは、図
２の規定の待機位置にまで本体部３１を大径部２１に挿入することにより、所要押圧力が
大きくなり、キャップ４０の締込み方向の回転トルクが急激に大きくなるため、自動組立
動作を実現し易いという利点がある。
【００３８】
　さらに、容器１０、内筒２０を透明ないし半透明にすることにより、内筒２０の開口状
況や製剤Ｔの溶解状況を外部から確認することができる。
【産業上の利用可能性】
【００３９】
　この発明は、用時溶解形の製剤Ｔを使用する点眼剤や、試薬、外用剤などの用途に広く
適用することができる。
【符号の説明】
【００４０】
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　Ｔ…製剤
　Ｗ…溶解液
　１０…容器
　１２…口部
　２０…内筒
　２１…大径部
　２２…小径部
　２３…底部材
　２３ｂ…脚
　２３ｃ…ヒンジ部
　２３ｄ…第２の薄肉部
　２４…第１の薄肉部
　３０…中栓
　３１…本体部
　３３…注出口
　３４…延長部
　３５…スリット
　４０…キャップ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　特許出願人　　　伸晃化学株式会社
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